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1．調査方法 

【調査目的】 
貴志川線利用促進策を長期的に検討するための基礎的な情報を得るため 
（１） 現在利用している乗客の持つ利用促進策に関するニーズを把握することにより、効

果的な改善策の策定や優先順位付けを行うための資料とする（今次発表） 
（２） 各駅を利用する乗客の沿線分布状況を調査し、今後集客可能な潜在的乗客の利用促

進策を検討するための基礎情報収集を行う（次回発表） 
 

【調査方式】 
（１）調査形態  乗客に対するアンケート方式。乗車時に用紙を配布、後日回収 
（２）実施日時 平成 18 年 5 月 15 日（月）、5月 16 日（火）の午前中(AM6:00～12:00)に

調査票を配布 

（３）配布場所 和歌山電鉄貴志川線全 14駅 
（４）配布対象 実施日時に貴志川線に乗車した乗客全員 
（５）回収方法 貴志川線車内設置の回収ボックスへの投函もしくは和歌山電鐵株式会社

伊太祈曽本社への郵送 
 

【回答状況】 
（１）配布部数 ２,４１６部 
（２）回答部数 １,２１８部 
（３）回答率 ５０.４％ 
 
平成 16年 2月に貴志川線存続を検討するために実施された南海貴志川線対策協議会（会

長：和歌山市長）による利用者アンケートの回答率は 38.7%（配布数 2,931 部）。廃線の
危機に直面していた当時の回答率を大きく上回ったことは、存続決定後も乗客の多くが貴

志川線に関心を持ち、長期的な存続への期待が表れた結果と評価できます。 
また、乗客の貴志川線存続活動に対する参加意識の高まりや、個々人の意見が運営に反

映されることへの期待感から、具体的な意見が数多く寄せられました(56%)。その中身の
多くは、 
・存続したことに対する感謝 
・長期的な存続への期待 
・和歌山電鐵㈱による運営に変わりサービスの向上が図られたことへの評価 
など今後に対する期待が感じられるものでした。その一方で、 
・車内マナーの悪さの指摘 
などの声も多く寄せられました。 
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２．貴志川線乗客の特性
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３．利用促進策 

【利便性の向上】 
 
① 乗継接続の改善（阪和線）   ５４％ 
② 増便（本数）    ３５％ 
④ 和歌山市駅方面への直通乗り入れ  ２７％ 
⑦ 終電の時間延長    ２５％ 
 
 
【快適性の向上】 
 
③ 駅の快適性の改善    ３２％ 
⑩ デザイン化による列車内の快適性向上 １６％ 
 
【運賃・切符の多様性】 
 
⑤ 長期割引定期導入（１年定期）  ２６％ 
⑥ 週末同伴家族利用定期導入   ２５％ 
 
【環境への配慮】 
 
⑧ パーク＆ライドの導入   １９％ 
⑨ ノーマイカーデーの徹底   １７％ 
 
 

※丸数字は回答者数の多い順位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 



 

割合
(対回答
者数)

○利便性の向上 ３．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（阪和線　天王寺・大阪方面） 54%
２．列車の本数を増やす 35%
１．紀勢本線（和歌山市駅方面）への直通乗り入れ 27%
７．終電の時間延長 25%
４．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（きのくに線　御坊・新宮方面） 13%
８．急行等の導入によるスピードの向上 13%
５．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（紀勢本線　和歌山市方面） 10%
６．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（和歌山線　橋本・五条方面） 7%
９．駅間を短くするための新たな駅の設置 3%

○割引切符・定期の導入 11．割引率の高い長期の定期の発売（１年定期） 26%
10．割引率の高い環境定期の発売 25%
13．複数人で利用すると割引になるグループチケットの発売 12%
14．企画割引切符の販売（１日乗車券等） 10%
12．昼間の時間帯(10時～16時など)に限定した割引率の高い定期の発売 10%

○環境への対応 15．パークアンドライドの実施 19%
17．ノーマイカーデーの徹底 17%
16．サイクルトレインの導入　 12%

○快適性の向上 18．駅の快適性の改善　 32%
19．デザインの刷新などによる列車内の快適性の向上 16%
20．欧州の路面電車で採用されている新型車両（ＬＲＴ）の導入 13%

○その他 21．その他 11%

ご自身が「「これがあれば貴志川線をもっとたくさん利用しよう」と思われる利用促進策はどれで
しょうか。（複数回答可）

 
 

希望する利用促進策（複数回答）
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４．自由意見より 
自由意見として「ご意見・ご感想」の記入をお願いしたところ、半数以上(56%)の方か
ら回答が寄せられました。利用促進策に対する具体的な要望を多く頂きましたが、その他

は主に以下の内容に大別されました。 
 

【存続したことに対する感謝】 

 
 

【長期的な存続への期待】 

 
 

【乗務員・駅員のサービス向上への評価】 

 
 

【いちご電車への期待】 

 
 

【沿線の観光地の開発・連携の必要性】 

 
 

【母の日ギャラリー電車など車内・駅でのイベントへの期待】 

 
 

【存続活動への評価・参加意欲】 

 
 

【各駅での駐輪場・駐車場の充実の要望】 

 
 

【車内マナーへの苦言】 
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（集計結果資料）

割合
(対回答
者数)

○利便性の向上 １．紀勢本線（和歌山市駅方面）への直通乗り入れ 27.5%
２．列車の本数を増やす 35.3%
３．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（阪和線　天王寺・大阪方面） 54.0%
４．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（きのくに線　御坊・新宮方面） 13.4%
５．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（紀勢本線　和歌山市方面） 10.5%
６．ダイヤ改正による乗り継ぎの改善（和歌山線　橋本・五条方面） 7.1%
７．終電の時間延長 24.7%
８．急行等の導入によるスピードの向上 12.9%
９．駅間を短くするための新たな駅の設置 3.2%

○割引切符・定期の導入 10．割引率の高い環境定期の発売 25.4%
11．割引率の高い長期の定期の発売（１年定期） 26.1%
12．昼間の時間帯(10時～16時など)に限定した割引率の高い定期の発売 10.1%
13．複数人で利用すると割引になるグループチケットの発売 11.9%
14．企画割引切符の販売（１日乗車券等） 10.3%

○環境への対応 15．パークアンドライドの実施 19.5%
16．サイクルトレインの導入　 11.9%
17．ノーマイカーデーの徹底 17.0%

○快適性の向上 18．駅の快適性の改善　 32.4%
19．デザインの刷新などによる列車内の快適性の向上 15.9%
20．欧州の路面電車で採用されている新型車両（ＬＲＴ）の導入 12.7%

○その他 21．その他 10.9%

Q1．ご自身が「「これがあれば貴志川線をもっとたくさん利用しよう」と思われる利用促進策はど
れでしょうか。（複数回答可）

Q２． あなたの年齢は 比率
10歳未満 0.6%
10代 19.1%
20代 19.3%
30代 9.0%
40代 13.7%
50代 18.6%
60代 10.5%
70代以上 9.2%
合計 100.0%

Q３． あなたの性別は 比率
女 58.8%
男 41.2%
合計 100.0%
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Q４．あなたの職業は 比率
①会社員 32.9%
②公務員 9.9%
③自営業・自由業 2.5%
④小学生 1.3%
⑤中学生 2.5%
⑥高校生 10.8%
⑦主婦 13.2%
⑧大学(院)生・専門学校(予備校)生 14.5%
⑨その他 12.4%
合計 100.0%

Ｑ７．調査表を渡した駅での乗車時刻は 比率
①6:00～6:30 9.3%
②6:30～7:00 7.5%
③7:00～7:30 18.5%
④7:30～8:00 18.3%
⑤8:00～8:30 15.0%
⑥8:30～9:00 8.4%
⑦9:00～9:30 5.8%
⑧9:30～10:00　 4.6%
⑨10:00～10:30 5.4%
⑩10:30～11:00 2.4%
⑪11:00～11:30 2.4%
⑫11:30～12:00 2.4%
合計 100.0%

７



Ｑ８．調査表を渡した乗車駅は 比率
①貴志　 14.0%
②甘露寺前 8.3%
③西山口 9.8%
④大池遊園 3.7%
⑤山東 1.9%
⑥伊太祁曽 8.1%
⑦吉礼 11.1%
⑧岡崎前 4.9%
⑨交通センター前 1.4%
⑩竈山 4.9%
⑪神前 9.8%
⑫日前宮 3.5%
⑬田中口 1.9%
⑭和歌山 16.7%
合計 100.0%

Ｑ13．今回の降車駅は 比率
①貴志 3.3%
②甘露寺前 4.5%
③西山口 2.2%
④大池遊園 1.8%
⑤山東　 0.6%
⑥伊太祁曽 1.8%
⑦吉礼 3.0%
⑧岡崎前 10.2%
⑨交通センター前 2.0%
⑩竈山 2.8%
⑪神前　 5.0%
⑫日前宮 5.4%
⑬田中口 1.9%
⑭和歌山 55.5%
合計 100.0%
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Ｑ14．今回乗車の主な目的は 比率
通勤先へ　 ①和歌山市内 33.8%

②紀の川市内 1.2%
③その他和歌山県内 1.5%
④大阪府内 11.2%
⑤その他 1.5%
小計 49.2%

通学先へ ⑥和歌山市内 18.1%
⑦紀の川市内 1.7%
⑧その他和歌山県内 2.5%
⑨大阪府内　 4.9%
⑩その他 0.8%
小計 28.0%

買い物へ ⑪和歌山市内 4.2%
⑫紀の川市内 0.1%
⑬その他和歌山県内 0.2%
⑭大阪府内 0.6%
⑮その他 0.5%
小計 5.6%

その他 ⑯自宅へ 1.3%
⑰貴志川線沿線観光 0.5%
⑱病院へ 5.3%
⑲その他の私用へ 8.3%
⑳その他の業務へ 1.8%
小計 17.2%
合計 100.0%

９



Ｑ15．降車駅から先への交通手段は 比率
①徒歩 45.1%
②自転車 6.0%
③オートバイ 0.3%
④タクシー 0.8%
⑤自家用車 1.2%
⑥路線バス 18.7%
⑦乗換（阪和線　天王寺・大阪方面） 20.4%
⑧乗換（きのくに線　御坊・新宮方面） 2.7%
⑨乗換（紀勢本線　和歌山市駅方面） 2.4%
⑩乗換（和歌山線　橋本・五条方面） 1.0%
⑪その他 1.4%
合計 100.0%

Ｑ16．貴志川線の利用頻度は 比率
定期券利用 66.5%
週に３～４回 10.7%
週に１～２回 7.9%
月に１～２回 7.7%
年に数回 7.2%
合計 100.0%
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